低出力超音波パルスがラット脛骨の骨欠損部治癒過程に及ぼす影響について by 和田 隆史
Vol.37　　No　4
氏 名(本 籍 地)
学位記および番号
学位授与の 日付
学 位 論 文 題 名












[目的]近 年,侵 襲性治療や薬物による副作用 を
懸念 し,物理的刺激を応用 した治療法が注目され,
低 出力超音波パルス(LIPUS)もその中の1つ
で ある。 しか しなが ら,LIPUSが骨代謝に及ぼ













は採取2日 前と5日前,2度 にわた りカルセイン
を投与 した。頸骨は術後,1,2,3,4週にて採
取 した。三点曲げ試験 グループは採取後,生 理食
塩水に浸 し,三点曲げ試験を行った。脱灰切片グ
ループの頸骨は採取後,4℃ の中性緩衝 ホルマリ
ンに浸漬 し,24時間固定 を行い,永 洗後,骨 形
態計測 を行 い,4℃,10%EDTAにて脱灰後,
パ ラフィン包埋 し厚 さ4μmの切 片 を作成 し,









れなかったが,三 点曲 げ試験 より2,3週におい
て機械的強度 の向上がみ られ た。 また,H-E染





























なされた。後 日提出 された論文を審査 した結果,
本研究は歯科医学の発展に十分寄与するものであ
り,学位 を授与するに値す る論文 と判定 された。
　　　　　　　　 掲載雑誌
日本歯科保存学雑誌　第53巻,3号　309～319
(25)
